
 

「第 5回 夏休みキッズ・ビジネススクール inえどがわ」実施レポート 
 

起業から販売、決算まで会社経営を一日間で疑似体験する経済教室「夏休みキッズ・ビジネススクー

ル in えどがわ」が２０１１年８月６日に東京都江戸川区内で開かれ、小学５・６年生１４人がビジネ

スに挑戦しました。 

この教室は江戸川区に事務所を構えて１５年になる税理士法人 Dream24 が地元地域への恩返しとして、

「自分たちは職業会計人として日本の将来を担う子供たちに正しい経済教育、道徳教育ができるのでは

ないか」との考えから企画したもので、今回で５回目の開催となりました。 

プログラムは経済産業省関東経済産業局が実施している起業家教育普及事業の過去事例をモデルに、

会計事務所のノウハウを生かして作り上げ、当事務所の職員が子供たちの指導にあたりました。 

 

参加した子供たちは午前中に５人一組、または４人一組で３つの会社を設立し事業計画書を作成。本

物の銀行の方を相手に、事業計画を説明し資金を借入れました。お客様に喜んで買ってもらえ、かつ利

益をだせる価格をいくらに設定すれば良いか、悩みどころでした。 

午後からはタオルやぬいぐるみ、ドリンクなどの商材を仕入れてオリジナル商品を作り、実際に小島

町二丁目団地商店街の店頭で販売を行いました。猛暑のなか、子供たちが元気よく「いらっしゃいませ

ー」と買い物客を呼び込むと、３社の商品は１時間弱で見事に完売し、決算も全社黒字となりました。 

販売後会社に残ったお金から銀行に借入金を返済し、税務署に法人税（利益の１０％）を納めました。

納税後の最終利益は、会社ごとに均等に分けられ、社長からメンバーに給料袋が手渡されました。子供

たちは生まれて初めてもらった給料の中からそれぞれが決めた金額を募金をしました。 

最後に修了証書を手にした子供たちは「売るのが楽しかった」「全部売れるかドキドキした」「お金を

稼ぐという貴重な体験ができてよかった」と達成感に満ちた顔で語っていました。 

 

子供たちが実際の商売を体験することによって、世の中の経済の仕組みやお金の大切さを理解すると

ともに、チャレンジする心や自主性、協調性などを養ってもらうことができました。また私たち職員に

とっても、いろいろな発見や勉強の場でありました。是非来年も実施したいと思っています。 

 

今回、子供たちから寄付として集めた９８０円と各社から納税した額を合わせ、２７６８円を、日本

赤十字社を通して、東北地方太平洋沖地震義援金に募金いたしました。 

 

   
  販売商品の選択権をかけての「一億円ゲーム」              商品企画・事業計画 



  
銀行からの借入（融資交渉）                資金調達成功 

     
          商品の製造・ラッピング                       ポスターの作成 

   
販売練習 声だし                      小島町二丁目団地にて販売体験        

   
  お買い上げいただくために商品のアピール合戦            お買い上げありがとうございました 



   
         「ジャパネット TAGATA」社 完売！                「たこピー ストラップ」社 完売！ 

   
         「おいしい屋」社 完売！                    売上高を確認していざ決算へ        

    
            決算のため計算                            銀行に借入金と利息を返済 

     
            税務署に納税                         給料を社長から手渡し 



    
              修了式                                          お疲れさまでした 

 

 

 

 
 


